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●７つの H[aʃ ]な物語 


 


【プロローグ】 


 


「本田社長、今日はありがとうございました」 


「お疲れさま、松井くん。それじゃ今回もしっかり頼むよ」 


「はい！」 


 


本田は嬉しさを抑えきれず、ニヤついた顔のまま帰路についた。 


社員の松井が依頼を受けた新規のお客さまとの、初回の打ち合わせを終えての事だった。


お客さまに安心して頂くため、本田は初回の打ち合わせには必ず同席している。 


以前はふがいない社員の受け応えに我慢ができず、本田が割り込んでお客さまと直接話を


してしまうことも多かったが、それも最近は無くなっていた。 


松井の信頼感のある受け応えに満足し、今回も安心して任せることができている。 


 


本田が社長を務めるのはホームページ製作会社・株式会社 AAA（トリプルエース）。今は優


良企業と言っても差し支えないが、この状態になるまでにはたくさんの失敗と困難があっ


た。３年前は本当にひどい状態だった。社員には全くやる気が無く、会社への信頼のかけ


らもない。同じ状況があと半年も続くと、廃業せざるを得ないほどの状態であった。 


 


本田のその窮地を救ったのは「７つの H」。 


組織に本当の幸せを産み出すナレッジである。 


 


この物語は、廃業の窮地にあった本田が「７つの H」に出逢い実践することで、見事会社


を復活させた軌跡を記したものである。 


 


物語は３年前、本田が「７つの H」と出逢う少し前から始まる。 


 


 


 


【小さく光る希望】 


 


 


「まずい･･･まずいぞこれは。 


 売上が昨年対比 70%にまで落ちている･･･」 


 







本田は、会社のパソコン画面で、業績推移グラフを見て愕然とした。 


創業第 4期、株式会社 AAAはかつてない程の業績不振に陥っていた。 


 


本田が株式会社 AAA を立ち上げたのは 30 歳の誕生日のこと。「30 歳までに独立する」と


いう目標を掲げていた本田は、正にその日に株式会社 AAAを立ち上げた。社員は前職の後


輩である中村一人だけ。細々としてはいたが意気揚々としたスタートだった。 


 


本田の前向きで行動的な人柄は、お客さまの受けも良く、前職のお客さまから数社紹介し


てもらえたおかげで、スタートはまずまず順調だった。 


 


株式会社AAAのホームページ製作ポリシーは「独自の世界観であなたの会社を表現します」。


右脳派・本田の類まれな感性で、今までにない新しいカタチのホームページを製作する。


そのセンスは新進気鋭の経営者達に受け入れられ、次々にお客さまは増えていった。 


 


お客さまが増えるにつれ、社員の雇用も増えた。3年目に入ると、社員は 10名にまで増え


ていた。本田は、社員に仕事を任せようと試みるがこれが思うようにいかない。思うよう


なアイデアが出てこない社員たちにイラつく本田は、ことあるごとに社員を怒鳴りつけた。 


 


「松井！こんなホームページなら、どこにでもあるだろ！ 


 こんなページを見て誰が斬新だと思うんだよ！ お前何年やってんだ！」  


「はい･･･すみません」 


 


本田にとっては大きな誤算だった。 


社員が増えれば自分の仕事を任せられると思っていたが、そう上手く事は運ばなかった。 


社員のアイデアに満足できない本田は、全ての企画に口を出し全てを取り仕切っていた。 


 


「くそぉ、誰も使えねぇ。 


 オレがやらなきゃ、何もできねぇのかよ・・・」 


 


お客さまが増え・社員が増え・売上も上がるに比例して、本田の負担も増大していった。 


この頃から、社内では異変が起き始めていたが本田はまだ気づいていない。 


 


「オレたちがいくら考えても、結局社長のアイデアしか通らないんだよな」 


「いいじゃん、社長に考えさせておけば。オレたちはその方が楽だしさ」 


「まぁそうだな･･･」 


社員の間ではこのような会話が囁かれるようになっていたのである。 







 


本格的に具合がおかしくなってきたのが、創業 4年目に入った頃。 


お客さまは 1年目の 10倍、社員は 15名となっていた。ただし、この 1年は業績の下降が


顕著で、売上は昨年比 70％にまで落ちていた。この頃の本田の仕事量は増えに増え、1 日


15 時間以上休みなしで働く日々が続いていた。業績が落ち始めていることに薄々は気づい


ていたが、忙しさに感
かま


け、正確には把握できていなかった。そのため、久しぶりに見た業


績で愕然としたのだ。 


 


「何でだよ･･･こんなに忙しいのに…このままではまずいぞ･･･ 


悪くなっているとは思っていたが、これほどまでとは…」 


 


焦りを感じた本田は、社内会議で檄を飛ばす。 


 


「お前ら、何やってんだよ！ 


 社員は去年より 5人も増えてんのに、売上は昨対 70%だぞ！ 


どういう事だよこれは！！ ちゃんと働いてんのか!!!」 


 


「･･･す、すみません」 


「申し訳ありません･･･」 


 


社員から返ってくる返事には覇気が感じられない。 


 


 


本田は悩み始めていた。 


（何でだ･･･3 年前はもっと活気があったはずだ…今は自分から行動する奴が誰もいないじ


ゃないか。業績も落ち続けているし、このままじゃ本当にまずい･･･） 


 


そんな折、ある TV番組が本田の目に留まる。 


ジャパンビジネスサテライト。毎週 1回深夜に放送されているビジネス番組である。 


個性の強い社長が特集されることが多いのが好きで、本田は時間が合えばよく見ていた。 


 


 


「・・・ん!?」 


 


今週の特集は「岡田工業」という小さな町工場。本田の目に映ったあるものが印象に残っ


た。それは、そこで働く社員の姿と表情である。 







 


「すごくイキイキと働いているなぁ。目が輝いている。 


 ウチの社員とは全く違う･･･」 


 


町工場も現場は大変なはず。 


この不況の中、発注元からコストダウン要請もかなりのものだろう。それなのに、ここの


社員たちはとても楽しそうに働いている。どうしてこんなに楽しそうに働けるのだろう･･･。 


本田は岡田工業の社長インタビューにくぎ付けになった。 


 


「･･･そうなんですよ。ウチもだいぶ苦労してきました。 


 でもね、『7つの H』に出逢ったことがきっかけで生まれ変われたんですよ。 


･･･ボクは Hot Willerが大好きでね。彼らを応援したいんですよ」 


 


「ななつのえっち･･･？ ほっとうぃらー･･･？」 


本田にはよくわからなかったが、何かピンと来るものを感じた。 


 


「何かすごいノウハウなのかもしれない！ 


 このノウハウを手に入れればウチも復活できるかもしれないぞ！」 


 


 


 


＜取材・執筆：物語ライティング＞ 
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【食わず嫌いを食わされる】 


 


希望の光を見つけた本田は、番組内で紹介されていた岡田社長の講演会に参加する。 


そして、講演の合い間を見つけて名刺交換をさせてもらい、少しだけ相談を持ちかけた。 


 


「あの･･･ボク、先日の TV で映っていた社員さん達の表情が目に焼き付いていて･･･ 


 ウチの社員とは全く違うなと･･･」 


「おお、ウチの社員たちか。 


 皆いいやつばっかりなんだよ！君は目のづけどころがいい」 


 


「はい･･･ありがとうございます。 


あと、インタビューで仰っていた『Hot Willer』と『7 つの H』のことも教えて頂きたい 


と思っていまして…」 


「おお!! そこにまで気がついたか！ 


君はなかなか見る目があるな。筋が良さそうだ。 


ん？すじがいい…!? 


そうだ！すじおとこと呼ぼう。君はすじおとこだ！ 


よかったら今度オレの事務所にきなさい。じっくり相談に乗るから」 


 


「ホントですか？ ありがとうございます！」 


「おう！ 楽しみにしてるぞ。Hot Willer のたまご、すじおとこ君よ」 


 


（すじおとこって･･･本田なんだけどな･･･ 


ほっとうぃらーのたまごか･･･何だろ･･･まぁいいか、今度聞こう） 


 


 


＊    ＊    ＊    ＊    ＊ 


 


 


その数日後、本田は岡田工業を訪ねる。 


 


「お忙しい中すみません、本田と申します。 


岡田社長の講演会に参加した者です･･･」 


 


受付の女性スタッフが奥に伝達に行くと、工場の奥から大きな声が響いてきた。 


「ほぉ～、ホントに来たかぁ～」 







 


本田が入り口で待っていると、奥から岡田が満面の笑顔で歩いてきた。 


 


「来たな！Hot Willer のすじおとこ君よ」 


「ほっとうぃらーですか･･･？ 先日ごあいさつさせて頂いた本田です」 


 


「おお！そうだった、本田くんだったな。君は Hot Willer だ！今オレが認定した」 


「えっ…？」 


 


そう言いながら、岡田の左手はすでに本田の肩を叩いていた。そして右手は握手を求めて


いる。本田が気づいて手を出そうとするその前に、岡田の右手は本田の手を握っていた。 


 


「ハッハッハ!! 君はいいねぇ！ホントに来るとはなぁ！ 


 ああいう風に言っても、実際に来るやつはほんの一握りなんだよ。 


 みんな口では調子いい事言うけど、行動しねぇやつばっかなんだよな！ 


 オレは君みたいな Hot Willer は大好きなんだよ」 


 


ほとんど話したことが無いにも関わらず、岡田は 10 年前からの知人のようにフレンドリー


だ。そんな岡田に本田は少し引いた。 


 


（もしかすると、この人は変な人かもしれない･･･） 


 


「あの･･･それも聞きたかったんです。『Hot Willer』ってなんですか？」 


「君みたいな人の事だよ。志が高くて行動力のある人だ」 


「そうですか、ありがとうございます」 


 


本田は、岡田に Hot Willer だと言われて悪い気はしなかった。 


 


「もう 1 つ聞きたかったんですけど、『７つの H』って何なんですか？ 


それがどうしても聞きたくて･･･」 


 


本田は、恐らく成功のカギを握っているであろう『7 つの H』のノウハウを早く聞きたくう


ずうずしている。このノウハウが株式会社 AAA の業績を大逆転させてくれるものだと信じ


ているのだ。 


 


 







「なに!? H のことか！ H が知りたいのか？」 


岡田の頬がぽっと紅く染まった。 


「H というのはだな、まず部屋を暗くして、女の子の肩を優しく抱いてだな… 


 ここで焦っちゃいかんのだ･･･」 


岡田が卑猥な話をしようとするのを察知し、本田はその言葉を遮った。 


 


「いや岡田さん、先日の TV でおっしゃっていた『７つの H』のことです」 


「あ～そっちか。そっちの H ね。早く言ってくれればいいのに…」 


 


（それしかないと思うんだけど…） 


岡田に圧倒されながらも、本田はようやく目的の話にたどり着いた。 


 


 


そして、岡田は 1 枚の紙を取り出した。 


「７つの H はこれだよ。H が７つあるだろ？ 


この H を 1 つずつ実践していくと社員も会社も HAPPY になれるんだ」 


 


 


 


「へぇ…これが『7 つの H』ですかぁ。面白そうですね」 


 


本田は納得しているように見せながらも、内心はガッカリしていた。 







 


（なんだ、普通のことじゃないか。 


オレはてっきり売り上げが上がるものすごいテクニックとか、社員がイキイキする魔法


のテクニックが隠されているのかと思っていたのに…） 


 


 


「本田!! お前、本気で聞いてねぇだろ！」 


 


ビクッ!! 


本田の心は岡田に自分の心が見透かされているようだ。 


 


「いえ･･･そんなことありません。ぜひ『7 つの H』を実践してみようと思います」 


 


「そうか！ そいつは良かった！でも、この紙１枚だけじゃよく分からないだろ？ 


この『7 つの H』はな、オレも教わったことなんだよ。ウチがコンサルを受けているアッシ


ュさんという会社からな。オレが説明するよりも直接話を聞いた方がいい。オレも初めは


アッシュの平川さんから Hot Willer と言われたんだぞ。紹介するから一度連絡してみなさ


い」 


 


 


「あ･･･コンサルですか･･･」 


 


本田はコンサル嫌いだった。 


以前、業績改善マーケティングコンサルタントと名乗る人に依頼したことがあるが、口先


だけが超一流で行動力は超三流、本田の上から偉そうに講釈を垂れるだけで何もしてくれ


なかった。本田はコンサルタントに対して嫌なイメージかしかなく、気が引けてしまった。 


 


「なんだよお前！オレが紹介するコンサルタントが信用できねぇってのか!? 


このオレが信頼しているコンサルタントだぞ！このオレが!!」 


「いえ･･･そう言う訳じゃないんですが…」 


 


「まぁ、お前の気持ちもわからんでもない。コンサルって言うとみんな初めはそんなもん


だ。実際に会うと変わるんだけどな。ほれ、このチラシ見てみぃ。アッシュさんの心意気


セミナーのチラシだ。お前みたいな Hot Willer にはピッタリだぞ」 







 


 


「はぁ…」 


「はぁ…じゃねぇよ！おめぇさんはよ！会社をよくしたくねぇのかよ！ 


 しょうがねぇなぁ…お前は。セミナー代はオレが出してやるよ！たったの１万円だしな」 


 


「いえ･･･そんなことしてくれなくて結構です。自分で払いますから、１万円くらいな


ら・・・・」 


 


「何ぃ！お前はオレに恥をかかせる気か！このコンチクショウが!! 


 男が一度出すといったものを引っこめるわけにはいかん!! 出すと言ったらオレが出


す!!」 


 


 


本田は岡田に押し切られ、アッシュに心意気セミナーを依頼することになった。 


 


（まぁ一度受けてみるかぁ。これで会社が変わればラッキーだしな） 


 


今から掛ける一本の電話が運命を動かす事を、本田はまだ知らない。 







＜取材・執筆：物語ライティング＞ 
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【イイお話】 


 


「お電話ありがとうございます。 


 株式会社アッシュ・マネジメント・コンサルティングでございます」 


 


「あの･･･、本田と申します。 


岡田工業の岡田社長に紹介頂いて連絡したのですが…」 


 


「ああ！本田さんですか！ 


 岡田さんから聞いていますよ。平川です」 


 


岡田は先に連絡を入れてくれていたようだ。 


本田も会社に帰って直ぐに電話したのに･･･岡田の方が一歩上先行く Hot Willer のようだ。 


 


「では心意気セミナーのテーマはどうしましょうか？ 


 チラシの 8 つから選んで頂いていますが、別のテーマでも本田さんの要望にはできるだ


けお応えしますよ」 


 


「あの･･･恥ずかしながら、今業績がものすごく落ち込んでいまして、営業に喝を入れたい


のですが、そんなテーマではできないでしょうか？」 


 


「営業に喝ですか･･･分かりました。やりましょう！ 


 では、心意気セミナーを実施するにあたって本田社長にひとつお願いがあります。セミ


ナーに参加する社員の皆さんに、事前に趣旨を徹底しておいて欲しいんです。私からいく


らお話をしても社員さんの心が前を向いていなかったら意味が無いですから。大丈夫でし


ょうか？」 


 


 


電話を切った本田は、1 週間後の心意気セミナーが楽しみになった。 


 


（早く社員に喝入れて、売上回復させたいな。早く 1 週間経たないかな） 


 


 


そして 1 週間後、アッシュによる心意気セミナー。本田は軽やかだ。 


「みんな、今日は心意気セミナーだぞ！ 


スゴイ先生が話してくれるからな、よ～く聞けよ」 







 


社員 15 名が集まった会議室の中、平川は話し始めた。 


「みなさん、こんにちは！」 


「･･･」 


 


「今日は営業力強化ということで話を進めて参りますが、先に一つ質問をさせてください。  


皆さんは自分の商品に誇りを持っていますか？  


自社の商品がお客さまにとって一番喜ばれる商品だと自信を持って言えますか？」 


「・・・・」 


 


答える社員はいない。 


答えるどころか、みな平川と目を合わせないようにうつむいている。 


 


「･･･難しかったですかね？ 


 では、営業のお話に入っていきましょう」 


 


 


 


セミナー終了後、平川は本田に言った。 


 


「本田さん、今日は基本的な営業手法のお話をしましたけど、おそらく大きな効果は期待


できないと思います。 


 今の社員の皆さんは、テクニカルな話よりも心の方が大切です。 


まずは心を前に向けるところから始めた方が･･･」 


 


「分かっています！大丈夫です！！」 


 


本田は平川の言葉にカチンと来て、言葉を遮った、 


そして、追い出すように平川を出口に案内した。 


 


（１日来ただけで何が分かるってんだ！偉そうなことばっかり言いやがって！） 


 


 


「では。本日はありがとうございました。 


 少しでも社員さんの力になれていればいいのですが… 


 心の部分から前を向くサポートも提案できますので、よければご連絡ください」 







 


「はい。大丈夫です。 


 今日はイイお話をありがとうございました」 


 


（くそっ！何なんだよ！ 


 オレは売上を上げて欲しいんだよ、心とかじゃねぇんだよ。分かってねぇなぁ…!!） 


 


 


本田は苛立ちを抑えることができず、岡田に電話をした。 


 


「岡田さん!!! 


 今日アッシュさんに来てもらったんですけど、何なんすかあれは！ 


 『テクニックよりも心が』ですって。ウチは売上を上げたいだけなのに…」 


 


「ハッハッハ!!! 本田くん、君も言われたかぁ…そうかぁ、言われたかぁ」 


 


「君も･･･？」 


「そうなんだよ。オレも初めに同じことを言われたよ。テクニックの前に心だってね」 


 


「とにかく！ウチはそんな悠長なこと言ってらんないんですよ。 


今すぐにでも売上を上げなくちゃ潰れてしまう。 


会社が潰れてしまったら、心も何もないでしょ？ オレはオレでやりますよ！」 


 


（もう、誰も頼れねぇ。オレがやらなきゃ！ オレがやるしか･･･） 


 


 


＜取材・執筆：物語ライティング＞ 
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【裸の王様】 


 


次の社内会議、本田は方針を全社員に向けて発表した。焦っている本田は社員の気持ちを


全く考えておらず、それは一方的な指示となった。 


「皆も分かっている通り、今わが社はかつてない程の業績不振に陥っている。このままで


は非常に危険な状況だ。先日の心意気セミナーでも平川さんが言っていたように、営業に


は目標が大事だ。今月から 1 人ずつ行動目標を立てることにする。ウチはやるしかないん


だ。活動量を増やすぞ！」 


 


「はぁ･･･目標ですか…」 


状況が呑み込めていない社員に対し、本田は続ける。 


 


「行動目標と言っても、何をすればいいのか分からないだろ？ 


だから、今月はオレが考えてきた。営業部員は全員 1 日 10 件ずつ飛び込み営業をしろ。ク


ライアントへの打ち合わせをしながら、その近くの会社に飛び込むんだ。月間 200 件ずつ


回れ！そのうち何％かは受注できる。今月の売り上げ増加にもつながるはずだ！いいな！」 


 


「･･･はい。分かりました。」 


 


返事をする社員たちの表情は暗い。 


言葉では「はい」と言いながらも不満が表情に表れている。 


 


「毎日訪問した件数を報告するように。 


報告をしない者・実施していない者はペナルティを課すことも考えるからそのつもりでい


るように！」 


 


 


社員はやらざるを得ない状況となり、しぶしぶ飛び込みを開始する。 


しぶしぶではあったが、それなりの効果はあった。訪問件数をこなすと少しずつ新規提案


できる見込み客が増え、回復の兆しが見えてきたのだ。 


 


「よし！みんな良くやった！やればできるじゃないか！ 


 これなら、数を増やせばもっと売上があがるな！今月は 1 日 15 件ずつ回れ！いいな！」 


 


本田はちょっとした成功に気を良くした。 


 







（なんだ･･･できるじゃないか。たったの１ヵ月で成果が出てきたぞ。悩んでいたのが嘘み


たいだ。 


誰に頼る必要もなかったんだ。オレが自分でできるんだ。これなら会社が持ち直すのに、


それほど時間がかからないかもしれないな） 


 


 


しかし、 


それもつかの間の喜びであった。 


 


飛び込み営業の効果が薄れてきたのである。 


訪問件数は増やしたはずなのに売上は減少している。 


 


（何でだ？先月よりも飛び込み件数は増やしている。社員たちからも実績は報告されてい


る。それなのに、売上がさがっている･･･なぜだ!?） 


 


次の社内会議。本田は社員たちを責めた。 


「飛び込み営業の件数はこんなに多いのに、何で結果が出ないんだ。先月より落ちている


じゃないか！！ 


本当にちゃんとやっているのか？テキトーにやっているんじゃないのか？」 


「・・・・」 


社員からの反応は無い。 


 


 


会議の後、本田がトイレの個室で考え込んでいると社員の会話を耳にしてしまう。 


 


「なぁ、今日の社長すごい剣幕だったな」 


「そうだな、でも毎日 15 件なんて無理だよな ただでさえ忙しいのに…」 


「ああ、まぁいいんじゃないの？テキトーに数ごまかして報告しとけば」 


「そうだな、今月も大丈夫だったしな」 


 


（何っ!!!） 


 


怒りのこみあげた本田は、トイレのドアをブチ開けた。 


 


「てめぇらっっっっ！ 今なんて言いやがった!!」 


「あっ社長･･･」 







 


「今なんて言ったって聞いたんだ!!!」 


「･･･社長。だって飛び込みなんてやってられませんよ。 


断られてばっかりだし、他の仕事もたくさんあって時間なんてないんですから･･･」 


 


 


ほとんどの社員が虚偽の報告をしていた。 


 


 


「誰もやっていない･･･オレは裸の王様か･･･」 


 


本田は落胆した。 


 


会社組織は崩壊寸前だった。 


誰もがお互いを信用していない。隙あらば不正を働く者。辞めていく者も出てきた。 


 


「くそぉ…あいつら。誰にも伝わっていやしない。 


オレはこんなに頑張っているのに…」 


 


 


悩む本田の脳裏に焼き付いて離れないのは、TV で見た岡田工業の社員の表情。みんなキラ


キラと輝いていた。本田は重い腰を上げて、もう一度岡田に相談に行くことにした。 


 


（そういえば、岡田社長も初めはオレと同じこと言われたって言ってたな･･･） 


 


 


この後、岡田が本田にするアドバイスは、『本田にとって一番難しいこと』になる。 


 


 


＜取材・執筆：物語ライティング＞ 
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【本田にとって難しいこと】 


 


「おお！君は Hot Willer の本田くんじゃないか！ 


元気だったか？時々は電話位してくれてもいいのになぁ。オレはさみしかったんだぞ」 


 


相変わらず調子のいい岡田を前にし、本田は何だかホッとした。 


 


「で、今日はどうした？自分でやっているんだろ？」 


 


「はい･･･オレなりにやっているんですが、全然ダメなんです。 


初めはうまくいくかと思ったんですが…」 


 


「ふむふむ。どうしてだろう。詳しく聞かせてくれ」 


「はい･･･」 


 


本田は、これまでの経緯を岡田に話した。 


 


 


「お前、何やってんだよ！コンチクショウ！順番がちげぇよ！」 


 


岡田は怒鳴った。 


 


「第一お前が社員を信用してねぇじゃんか。社員のことを道具としか思ってないじゃん」 


 


「いえ、そんなことありません」 


「いや、そんなことある！ オレの目を見てもう一度言ってみろ！」 


 


本田は、岡田の飛び出そうなほど本気な目を見ることができない。 


 


「お前さ、平川さんに何て言われたんだよ？ 


 テクニックや行動よりも前に心じゃなかったのか？ホントにダメになるぞ。 


 本田、『7 つの H』を覚えているか？」 


 


「『7 つの H』ですか･･･はい、覚えています」 


  







 


 


「『７つの H』にも順番があるんだよ。ほら矢印が書いてあるだろ？ 


よ～く見てみろ、まずはこれ『ヒューマニティ』だよ。 


お前が今無理やりにやろうとしたのはこの『ハード』だろ？6 番目だ。 


順番が違うんだ。しかも『ハード』の解釈も違う。お前のやり方は無茶すぎるんだよ」 


 


「順番…!? 解釈…!?」 


 


「そうだ、まずは順番が大事だ。順番を間違うと大変な事になる。今のお前がそれだ。 


今のお前は、まずヒューマニティから始めなければならん。 


きっと今のお前にはきっと一番難しいだろうなぁ。 


でも、この一歩がクリアできれば、あとは加速度的に進んでいくはずだけどな」 


 


「岡田さん･･･それ、本当っすか？」 


「お前、オレを疑ってんのか？」 


 


「いえ･･･そんなわけでは･･･」 


「もう 1 回、アッシュさんに真剣に相談してみたらどうだ？ 


 本当に会社を立て直したいならな･･･」 


 


「はい･･･そうしてみます」 







 


そう言ったものの本田は気まずい。 


前回、厄介者を追い出すみたいに帰してしまった手前、なんて言って電話をすればいいの


か･･･迷った。 


そうは言ってもやるしかない。本田の前に拓いている道は平川だけだ。本田は意を決して


平川に電話をかけた。 


 


 


「こんにちは。先日セミナーをお願いした本田と思います」 


「ああ本田さんですか。ご無沙汰しています。その後はいかがですか？」 


 


意外に軽やかな平川の口ぶりに、本田は少し安心した。 


（よかったぁ。先日のこと悪く思っていないみたいだ） 


 


「あの･･･実は自分で頑張ってみたのですが、どうもうまくいかないんです。 


平川さんが仰っていた『テクニックよりも心』というのが気になって･･･」 


 


「そうですか。では、一度ご相談にのりましょうか」 


「はい、お願いします！」 


 


「今度は、前向きにお願いしますよ」 


「も･･･もちろんです」 


 


平川は完全に忘れていたわけではなかったようだ。 


 


 


平川との面談。 


本田はこれまでにあったことを説明した。 


 


「平川さん、オレはこれから何をしたらいいですか？」 


「まずは･･･信じてください」 


「･･･信じる？」 


「そうです。本田さんの社員さんを信じてください。 


そして社員さんの想いを真剣に聞いてみましょう。きっとそこから何か拓けますよ」 


 


 







平川のアドバイスを受け、本田は社員一人ひとりと面談をすることにした。 


平川からきつく言われた事を守りながら。 


「相手が話している間は、絶対に本田さんが口をはさまないでくださいね」 


 


 


平川のアドバイスをきっかけに、このあと、株式会社 AAA はいい方向へ向かっていく。 


 


 


 


＜取材・執筆：物語ライティング＞ 
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【やっぱり、本田が悪かった】 


 


平川からアドバイスを受け、本田は社員一人ひとりとの個別面談を開始する。『まずは心』


これを大切にし、本田自身も本音を話し、社員の本心を聞くことに努めた。 


 


「松井くん。実はな、オレも反省したんだ。今までは売上一辺倒で、お前たちのこともお


客さまのことも全く考えていなかった。正直言ってお前たちのことも信じていなかった。


それでいてお前たちにオレのことを信じろなんて言ってもそりゃ無茶だよな。申し訳なか


った」 


 


「社長･･･」 


松井は今までに見たことのない本田を前にして当惑する。 


それも理解した上で、本田は言葉を続ける。 


 


「それでな、オレは心を入れ替えることに決めた。もう一度お前たちと一緒に会社を立て


直したいと思うんだ。お前たち社員もお客さまも幸せになれる会社にしたいんだ。そのた


めに、お前たちの正直な気持ちが聞きたい。たくさん不満もあると思う。言いにくいかも


しれないが、もう一度だけオレを信じて、話を聞かせてくれないか？」 


 


本田は、社員１人ずつ丁寧に想いを伝え、社員の不満や気持ちを聞いていった。 


本田の変化を感じた社員たちは、ポツリポツリと正直な気持ちを語り始めた。 


 


「僕も売り上げばかりを気にして、お客さまのことなんて考えていませんでした」 


「アイデアを出しても通らないと思って、全部社長任せにしていました」 


「社長が考えればいいと思って、私は言われた事だけをやればいいと思っていました」 


「お客さまの想いよりも、自分が作りたいものだけを考えていました」 


 


 


本田は反省する。 


「ああ、やっぱりオレが悪かったんだ。 


オレが社員の皆を信頼していないばっかりに、社員達のやる気も能力も発揮させること


ができていなかった。でも･･･聞けて良かった。オレが変われば、社員達も変わるかもしれ


ない」 


 


全員の面談を終えた本田は、胸の奥で小さな何かが動き出すのを感じていた。 


（何かが変わりだしている･･･何かが･･･） 







 


 


本田の変化に、社員達の期待も士気も高まった。 


「最近、社長変わったよな」そんな会話があちこちで聞かれた。 


 


次の社内会議はいつもと違う雰囲気で始まった。 


冒頭、本田は全社員に対して話し始める。 


 


「先日、社員のみんな１人ひとりと話をさせてもらいました。忙しい中、時間を作ってく


れてありがとう。みんなと話をして、みんなの不満や認識している課題を聞いて、１つ分


かったことがあります」 


 


いつもと違う雰囲気に、社員からはざわめきが起こる。 


 


「それは、これだけ会社がダメになってしまったのは、すべてオレの責任だという事です。 


オレが皆を信頼せずに、１人で突っ走ろうとしてきたこと。お客さまの想いよりもオレの


作りたいもの・オレの感性に合うものだけを作ろうとしてきたこと。それらの根源はすべ


てオレの独りよがりだったと気づきました。 


 これからは皆で力を合わせて、皆のアイデアを発揮して、そしてお客さまに喜ばれる仕


事をしていきたいと思います。どうか協力をしてください」 


 


社員たちは驚き、互いに顔を見合わせた。 


先日の個別面談で、本田の違う雰囲気は感じていたとは言っても、皆の前で自分の非を認


めるなんて、これまでの本田からしたら全く考えられない行動だったからだ。 


 


会議室は、しばらくの間シーンと静まり返った。 


そして、１人の社員が口を開いた。 


 


「社長、すみませんでした。 


 実は僕ウソをついていたんです･･･」 


 


「社長、すみません。ボクもでした」 


 


「みんな･･･、そうか、分かった。 


 正直に言ってくれてありがとう。その嘘はよくないけど、その原因はオレだった。 


 そのことは一度水に流して、これから皆で頑張ろう」 







 


 


それから、本田と社員の信頼関係はググッと増す。 


本田は社員の意見を尊重するようになり、社員は自分の意見をハッキリと言えるようにな


った。そして「それは、お客さまにとって良いことなのか」という基準で判断をすること


ができるようになった。 


 


信頼関係を強めた社員たちは心に余裕が出て、お互いに気を配り応援しあうようになって


きた。社員間の励ましは、心の温かさにつながる。それはお客さまにも伝わり、満足度も


上がっていった。 


 


「松井さんて、なんだか最近すごく張り切ってるよね！ 


 この前の提案書もすごく作りこんでくれていたし、メールの送信時刻もいつも遅いよね。


あれを見るとウチのために頑張ってくれているなって思うよ。おかげで、ホームページか


らの問い合わせが増えてきてるんだよ」 


 


 


今までのピリピリした社内が嘘だったかのように、冗談も言いあえる雰囲気になった。 


社員たちの笑顔も格段に増えた。ピリピリしながら働くよりも、笑いながら働く方が良い


アイデアも出るし能率も上がる。本田にとって、株式会社 AAA にとって、良いことばかり


が続いた。 


 


成功を手につかみかけている。本田はそれを少し感じて始めていた。 


そして業績も上向いていく。 


 


 


＊   ＊   ＊   ＊   ＊ 


 


 


それから、株式会社 AAA は生まれ変わった。 


風通しの良い社風になり、業績もピーク時の 90％まで回復した。 


 


「１年前に比べてだいぶ良くなったな。 


 業績はもうチョイだけど、このままいけばあと半年もすれば最高売上が出せそうだ」 


 


 







 


そして、ある日の朝。 


「おはよう、川島くん」 


「・・・・」 


 


「･･･ん？ 


今日は調子悪いのかな？ あ、おはよう田中さん」 


「あ･･･おはようございます･･･」 


 


何だか社員の様子がおかしい。 


いつもなら元気よく挨拶を返してくれるはずなのに、今日はどうも様子が違う。 


それは川島くんと田中さんだけではなく、社員全員の事であった。 


 


（どうしたんだろう？ 今日は何かが違う･･･） 


 


不思議に思った本田は社員に聞いてみた。 


「なぁ、川島くん、今日はどうしたんだ？元気ないけど何かあったのか･･･!?」 


「･･･いえ、別に･･･」 


「そうか…ならいいんだが…」 


 


「どうだ、中澤くん。何かあったのか？」 


「いえ、大丈夫です」 


社員は本田と目を合わせようともしない。 


 


「何なんだよ、お前ら！今日どうかしちゃったんじゃないのか？ 


 変だぞ、一体何があったんだよ･･･ 


 困ったことがあったら、皆で解決するのがオレたちだろ？」 


 


「・・・・・」 


 


社内はシーンと静まり返る。 


パソコンを叩くカタカタとした音だけが虚しく響く。 


 


「駒野、どうしたんだよ？オレに教えてくれないか？ 皆で解決しようぜ」 


 


「社長！やめて下さい！そんな上っ面だけの言葉は！オレ、昨日社長の電話聞いちゃった







んです･･･ 


 社長はオレたちのこと、道具としか思ってなかったんですね。オレ、ショックでした」 


「駒野･･･」 


 


 


最近の株式会社 AAA の活気は、業界内でも注目を集めていた。 


と同時に、本田は経営者仲間からの相談に乗ることも増えてきていた。 


 


本田は、昨日電話で話した長友社長との会話を思い出した。 


そして、自分の言葉を思い出し、青ざめた。 


 


「いやぁ、長友さん。 


 そうなんですよ！ おかげさまで最近は絶好調でして･･･ 


 意外と簡単なもんですよ。 


私がその気になって、社員のケツを叩いたら、結果はすぐに出ました。 


猿もおだてりゃ木に登るって、よく言ったもんですよね。 


 


（オレ、とんでもないことを言っていた･･･） 


 


 


社員の心は一気に本田から離れる。 


仕事のやる気も効率も下がる。お客さまにも良い提案ができるわけがない。 


再び業績は一気に下降し始めた。 


 


そこに追い打ちをかけたのが、リーダー格である川口の退職だ。川口は「もう社長とは仕


事できません」と言い残して去っていった。そして川口を追いかけるように 3 人の若手社


員が退職した。 


 


「ああ、もう駄目だ･･･オレは取り返しのつかないことをしてしまった･･･」 


 


本田は絶望した。社員は誰も本田のことを信用していない。 


残った社員にも以前のやる気はない。ただ漫然と 1 日を過ごし帰るだけになった。 


 


お客さまは離れ、業績は再び下降線を辿っていく。 


 


「オレのせいだ･･･オレは社員たちのことを･･･ 







 オレが信用出来ていなかったんだ･･･オレのせいだ･･･ 


 これが平川さんの言っていた『心』のことだったのか･･･」 


 


本田は、自らの行動で絶望の渕に立つことになってしまった。 
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【もう一歩、足りないこと】 


 


絶望している本田に対し、1 人だけ手を差し伸べる社員がいた。 


前職から一緒で、株式会社 AAA を共に立ち上げた中村である。 


 


「社長、株式会社 AAA はもう駄目なんですか？」 


「ああ中村か。もう駄目だよ。ごめんな、お前にまで迷惑をかけてしまった･･･ 


 全部オレのせいなんだ。ごめんな中村」 


  


「社長･･･ もう一度一からやり直しませんか？会社を立ち上げた時、オレ社長と 2 人だっ


たじゃないですか。スゴク忙しかったし一杯怒られたけど、楽しかったなぁ」 


「中村… 許してくれるのか…？ こんなオレを…」 


 


「おれ、あの頃の社長好きでした。もう一度、あの頃のようにやりましょうよ」 


「中村･･･ ありがとう･･･ありがとう、ありがとう、ありがとう･･･」 


 


ひと粒の涙が本田の頬をつたい落ちると、こらえていた感情が溢れ出し、しばらくの間、


本田の涙は止まらなかった。 


 


 


 


改心した本田は、社員のこと、クライアントのことを本気で考えて仕事に取り組むように


なる。 


しかし、今回は敢えて改心宣言はしなかった。 


それをしても、誰もその言葉を信じるとは思えなかったし、行動で示すしか社員の信頼を


回復する方法はないと思ったからだ。 


 


社員からはそっぽを向かれようとも、目を見てあいさつし続けた。 


心ない返事が返ってきても、毎日全員に声をかけ続けた。 


 


朝は誰よりも早く出社し、社員全員の机を雑巾がけした。 


風になびくのが気に入っていた長い髪も、短く切った。 


 


本田は辛抱強く努力を続けた。 


一度離れた社員の心をもう一度つかむのは難しい。とても時間がかかる。 


しかし、本田は辛抱を続けた。 







 


「これはオレが撒いたタネだ。オレが行動で示して信頼を取り戻すしかない」 


そんな本田に、社員たちは少しずつ心を開いていく。 


 


そして 1 年の時間をかけ、ようやく社内の雰囲気はよくなる。 


本田と社員の会話も増え、自然なあいさつもできるようになった。 


そして、本田は 1 年ぶりに社員たちと酒を飲みに行った。 


 


「社長、ボク誤解していました。 


 1 年前、社長はオレたちのこと道具としか見てないんだと思ったんです。 


 でもそれは間違いだったみたいです。ボク今は仕事楽しいです！」 


 


「そうか。それはよかったな。 


 でも 1 年前のことは誤解ではないよ。あの時はオレどうかしてたみたいなんだ。 


 まぁ、あの事件のおかげで気づけたんだけどな･･･皆には本当に迷惑かけてしまった


な･･･」 


 


そんな話ができるようになるとは、本田は思っていなかった。 


ささいな会話でも本田には嬉しい瞬間であった。 


 


そして、業績も少しずつ回復してきていた。 


 


 


＊   ＊   ＊   ＊   ＊ 


 


「どうも、こんにちは、本田さんはいらっしゃいますか？」 


「本田でしょうか？少々お待ち下さいませ。失礼ですが、お名前を頂いても･･･」 


「平川と申します」 


「はい、平川さまですね。お掛けになってお待ちくださいませ」 


 


ある日の夕方、株式会社 AAA に突然平川が訪ねてきた。 


 


「本田さんこんにちは。ご無沙汰しています」 


「あ！平川さん、ご無沙汰しています」 


 


「最近の調子はいかがですか？心配で来てしまいましたよ」 







「ええ、実は色々と事件があったんですが、今はうまくいっています」 


 


「そうか、それはよかったです。『7 つの H』がお役に立てたようですね」 


「あ、そうです。『7 つの H』のおかげです」 


 


本田は、この１年色んな事がありすぎて『7 つの H』の事はすっかり忘れていた。 


 


 


 


 


「社長、この案件なんですが･･･」 


「おお田中さん。これか、これは明日でいいよ。今日はもう遅いしな」 


「はい、じゃあ明日にします。お疲れさまでした」 


 


ピクリ。 


平川の頬が少しだけ引きつった。 


 


「本田さん！」 


「はい平川さん、何でしょう？」 


 


「本田さんちょっと勘違いしてませんか？」 


「えっ!?」 


「さっきの案件、お客さまにはいつまで提出しなきゃいけないんですか？」 


「いや、知りませんが…」 


 


「さっきから思っていたのですが、このオフィスからは緊張感が感じられません。 


楽しさを大切にされようとしているのは分かるのですが、皆さん、少しカン違いしてい


るようですね。」 


「いえ･･･そんなことはないと思いますが…」 


 


その瞬間、平川の目はカッと見開き、本田の目をキッを見つめた。 


 


「実は、入口で本田さんを待っている間にも感じることがありました。 


 今日はこんなに晴れているのに、傘立ては満杯です。 


お客さまの忘れものなどをずっと放置しているのではないですか？」 


「あっ…それは…」 







 


「社員さんの机には食べかけのお菓子が置かれていますね？ 今は休憩時間ですか？ 


 本田さんの会社では、就業時間でもお菓子を食べながら仕事をするのですか？」 


「い、いえ…」 


 


「窓際を見てください、社員さんが 5 人も固まって談笑をしている。 


 私が来てからずっとですよ。あれはミーティングですか？」 


「いや…そうではないと思います… 


 


「本田さん、今どれくらい集中して仕事していますか？ 


どれだけ本気で頑張っていると言えますか？どれだけの量仕事していますか？ 


本田さんの会社にそんな余裕がありますか？社員の皆さんはどんな意識で仕事をしていま


すか？」 


 


「え・・いや・・・あの」 


「今の業績はどのくらいでしょう？」 


「はい･･･ピーク時の８０％くらいです」 


 


「本田さん!! それで満足しているのですか？ 


 それで社員さんのお給料を上げられますか？それで社員さんは幸せになれますか？ 


 そんな働き方でお客さまは幸せになれるのですか？ 


 本当に、それが本田さんの目指していることなんですか？」 


 


「・・・・・」 


 


本田には返す言葉が無い。 


社員の反発を恐れ、気を使うあまり、本田は言いたいことも言えなくなっていた。 


甘い社長に社員は甘え切っていた。なぁなぁな組織であった。 


 


平川は大きく息を吸って、胸を落ち着かせるようにした。 


そして、本田に言った。 


 


「本田さん、良いとこまで来てるんですよ。社員さんとの信頼関係は築けたようですしね。 


これからは本当に社員のことを想って厳しくなってください。社員の将来を考えたらきっ


と行動が変わるはずです。あと一歩ですよ。本田さんならできます！」 


「はい。平川さん、ありがとうございました」 







 


 


本田は、言葉は違うが平川と岡田にどこか似ている所を感じた。 


厳しいが何だか温かい。上司のような頼もしい存在感がある。 


 


あと一歩。 


この一歩が、本田にとって大きな一歩となっていく。 
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【7 つの H と HAPPY】 


 


本田は、この 1 年を振り返った。 


振り返ってみると、会社の雰囲気がよくなってきたのは、『7 つの H』の順番に沿っている


ようだった。 


 


・改心して社員のことを本当に考えるようになった『Humanity』 


・上っ面で飾らずに、自分の言葉を正直に伝えた『Honest』 


・お客様のこと・社員のことを思いやれるようになった『Hospitality』 


・無理な人間関係が無くなり自然と冗談や笑顔がでるようになった『Humor』 


・社員との信頼関係が戻り、心に安心ができた『Health』･･･ 


 


 


そこまでは来ていた。 


しかし次の『Hard（一生懸命）』に関しては明らかに不足していた。と言うよりもその意識


が全くなくなっていた。 


皆、自分たちのペースで楽しく仕事をすることしか頭になかった。 


お客さまに対しては、それなりの仕事ができており一定の満足は頂けている。しかし、こ


のままでは社員の給料を上げることはできないし、新たなポストを用意することもできな


い。ず～っと現状維持の組織しか見えない。 


 


社員も今はそれで満足しているかもしれないが、しばらくすれば現状に不満が出て来る。


給料も上げてやらなければならない。ポストも用意しなければならない。今の株式会社 AAA


ではそれは実現不可能であった。 


 


（このままではまずい･･･今のままではウチに将来は無い･･･） 


 


そして次の社内会議の冒頭。 


 


「みんな、この 1 年皆本当によくやってくれたと思う。 


あの事件から 1 年経ち会社は本当によくなってきた。これは皆のおかげだよ。 


いつも感謝しています。ありがとう。 


それでな、オレはみんなの将来の事を考えてみたんだ。 


会社の将来・社員 1 人 1 人の将来。お客さまの将来。そしたらすごく不安になってきた


んだ。 


 







今は社内の雰囲気も良く、楽しく仕事ができているけど、それだけじゃないかなって。 


今は業績も伸びてはいないし、お金に余裕もないから皆の給料を上げることができない


んだ。 


当然会社も新しく人を雇う余裕もないし、組織は大きくならないから新しいポストが産


まれることもない。 


でも時代は変わっていくから、オレたちも変わらないと良い提案ができなくなりお客さ


まも離れていくだろう。 


 


今のままじゃやばいなって。 


そう思ったんだ。 皆はどうだろう？ 


 


5 年後 10 年後、どんな風になっていたい？どんな生活を送っていたい？ 


どの位の給料をもらっていたい？ 


 


今と同じ働き方をしていて、5 年後・10 年後もお客さまは今と変わらずにオレたちを選


んでくれるだろうか？ 


 どうだろう？」 


 


 


会議室は静まり返った。社員たちは皆、真剣に考えているようだ。 


 


そして静寂を打ち破ったのは若手社員の駒野だった。 


「社長、オレもそう思います。今は楽しいけど、何だかそれだけだなって。 


友達の話とか聞いていても、オレは楽だし楽しいし、良い会社に入れたって思うんです


けど、本当にこれで大丈夫なのかなとも思っていました」 


 


「そうか、そう思っていたのか駒野」 


 


駒野の言葉に他の社員も続く。 


皆、薄々は気づいており、口には出さなくても不安を抱えていたようであった。 


 


そうなれば話は早い。ハードの強化である。 


ただし、今回は前回のようなトップダウン方式とはやり方が違う。 


 


目標数値は社長の本田が決めたが、それを達成する方法については、社員達に任せること


にした。社員たちはグループを作り、必死でアイデアを出し合い計画を作り進めた。 







 


自らの意思で設定した計画は、実行に移されやすい。 


社員たちは自ら立てた計画を、しっかりと行動していった。 


思うように進まない事も多々あったが、皆で励まし合い助け合いクリアしようと努力して


いった。残業する日も増え、肉体的にはきつくなったはずだが、それに不満を言う社員は


いなかった。むしろ充実感を感じていた。 


 


そして、その年の 12 月。 


社員の頑張りが功を奏し、月間最高売上をたたき出す。 


これには本田をはじめ、社員全員が達成感を味わい喜んだ。 


2 年前に最高売上を出した時よりも、人数は４人も少ない中での達成であった。 


 


本田は達成感を胸に、平川に電話をした。 


「平川さん、やりました！！最高売上です！！ 


 今度はまやかしの売上じゃなくて、社員も頑張ってくれてみんなで達成できた売上で


す！ 


 お客さまにも喜んで頂けています」 


 


「本田さん、それはよかったですね！私も嬉しいです。 


 でも、気を抜かないでくださいね！今からが株式会社 AAA のヒストリーの始まりですか


ら」 


 「はい！ありがとうございます」 


 


 


本田の興奮は収まらず、岡田にも電話をする。 


 


「岡田さん、やりました!!」 


「そうか本田くんよかったな。で？ 平川さんは何て言ってた？」 


 


「ええ、今から『History（歴史）』の始まりだって」 


「ハッハッハ!! 君もそう言われたか。 


 オレも同じことを言われたよ！ 5 年前にな。ハッハッハ！」 


 


「えっ！岡田さんも言われたんですか？」 


「そうだよ。オレも同じことを言われたよ」 


 







「へぇ…そうだったんですか。ちなみに･･･最近はどんなことを･･･？」 


「最近もな、また嬉しいことを言ってくれたぞ、今は言えんがな。本田くんも 5 年後くら


いに言われるんじゃないかな？」 


 


「はい！オレも岡田さんのようなイキイキした会社を作っていきます」 


 


 


 


本田はこの 2 年を振り返り思う。 


 


「生まれ変われた･･･ 


たくさんの失敗もしたし時間もかかったけど、ちゃんと前に進める組織が作れた。 


やっぱりきっかけはアッシュさんに教わった『7 つの H』だろう。『7 つの H』が無ければ、


会社が変わることはなかった。 


 


でも、きっと忘れちゃいけないんだと思う。 


今まで犯してきた失敗や苦労を。過去があるから今のオレたちがある。 


 


きっとこれからも失敗を重ねるだろう。 


でも、いくら失敗をしても立ち直る事ができる自信がある。 


今のオレには信頼できる仲間と『7 つの H 』がいるのだから･･･ 


 


たくさんの経験を重ね、オレたちの History を作り上げていこう 


5 年後の平川さんの言葉も楽しみにして」 
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